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基礎編：歯科技工における 3Dプリンター技術の活用
協和デンタル・ラボラトリー

木村　健二

はじめに

　歯科技工分野のデジタル革新が着実に進展している．
とりわけ，近年の口腔内スキャナー（ IOS）の普及によ
り（図 1），データを具現化する手段として，3Dプリン
ターの活用が一般化し，着々と造形精度・再現性の向上
と，作業効率化が進んでいる．3Dプリンターの技術革
新は，従来のミリング中心の加工から，付加造形を軸と
した新しい加工体系へ移行させる原動力となっているの
ではないだろうか．これらの変化は単に設備の進化にと
どまらず，歯科技工士の職能にも影響を及ぼしている．
デジタル時代の歯科技工士には，従来の匠の技に加え，
データ解析，デジタル設備取扱の手法，新マテリアルに
対する理解と設備取扱いに関する知識が求められる．歯
科技工所は今や技工物の製造現場であると同時に，デジ
タル情報を扱う研究・デザイン拠点としての性格を帯び
始めている．

デジタル歯科技工の発展過程

　日本におけるデジタル歯科技工の端緒は，2000年代
初頭にジルコニア加工技術が導入されたことに始まる．

当初は補綴物製作の一部工程にとどまっていたが，
CAD/CAMの進化とともにデザインと加工技術の連携
が強化され，さらに IOSによって口腔内情報がデジタ
ルデータとして取得可能になった．これにより，デザイ
ンから加工，試適，修正にいたるまでの一連の工程が
データで繋がるようになった．近年では，クラウドベー
スのデータ共有，AIを用いた自動設計，複数技工拠点
間でのオンライン共同製作といった新たなデジタル連携
も現実化している．こうした流れは歯科技工 DXとも呼
べる変革期をもたらしており，歯科技工の産業構造その
ものを変えつつある．

3Dプリンター技術の種類と特徴

　現在，技工所にとって 3Dプリンターは身近な設備と
なり，どの機種が，自社のどの部分の技工に適している
のかを見定めながら導入・運用を行っている．歯科で適
用可能な 3Dプリンターには，ミクロン単位の細かい造
形と精密な寸法再現精度，強度，操作性の良さが求めら
れる．また，3Dプリンターを用いた技工の運用コスト
や材料と，製作する技工物の価格設定の兼ね合いについ
ても重要な検討事項である．
　歯科における 3Dプリンターは，造形方式により，吊

解　説 特集「3Dプリンターの歯科技工」

図 1　筆者の技工所における口腔内スキャナー (IOS)症例の受注推移
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方の違いによって SLA（レーザー光照射），DLP（プロ
ジェクター光照射），LCD（液晶透過光照射）に分類で
きる（図 4）．近年，高精度で微細な造形が可能となっ
ており，自社の使用用途に応じ，比較的導入しやすい価

り下げ方式とインクジェット方式に分類することができ
る（図 2，3）．吊り下げ方式のプリンターは，液体樹脂
プールに紫外線を照射し，造形ステージを上げながら 1

層ずつ硬化させて物体を造形する製法であり，光の当て

図 2　筆者の技工所における吊り下げ方式の 3Dプリンターの導入歴

図 3　筆者の技工所におけるインクジェット方式の 3Dプリンターの導入歴

図 4　吊り下げ方式 3Dプリンター（3種）の構造模式図
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格帯の機種も多く存在する点が特徴である．一方，イン
クジェット方式は，インクジェットヘッドから噴射した
硬化性樹脂を紫外線で固めながら積層していく方式（図
5）で，高速，高精度で再現でき，多色造形や柔軟素材
の使用が可能で，より精度の求められるインプラント模
型，教育用模型，手術トレーニング用モデルなどに応用
されている．高価格帯に属する設備のため，自社に所有
する場合は，メーカーと保守契約を結んだうえで，メン
テナンスを適切に行いながら運用することが重要である
と思われる．
　3Dプリンターで造形可能なマテリアルには，硬質レ
ジン，柔軟レジン，耐熱レジン，バイオ互換性材料な
ど，用途に応じた多様なラインナップの展開がみられ

る．今後は，金属粉末積層造形によるメタルフレーム製
作，ジルコニア 3Dプリントなどの高機能材料への展開
が期待される．3Dプリントによる付加造形の手法は，
ミリングに比べて材料廃棄が少なく，コスト削減および
環境負荷低減の観点からも有望である．

歯科技工現場における
3Dプリンターの応用事例と臨床的有用性

　3Dプリンターの活用は，臨床症例における模型や補
綴物製作にかかわる造形のみならず，臨床教育用途まで
多岐にわたっている．臨床技工の分野では，設計精度の
向上と工程短縮を実現している．とりわけ義歯分野で
は，クラスプや金属床のレジンパターン，コピーデン
チャー，トライインデンチャーへの活用により，従来法
と比較し短期間で高精度な結果をもたらしている（図
6）．
　3Dプリンター造形物を用いた教育分野への活用も進
んでおり，学生実習や実習を伴うセミナーなどにおいて
用いられる教育用模型や，各種サンプル模型，研究・シ
ミュレーション領域では，3Dプリント顎骨模型を用い
た手術シミュレーションなど，新たな応用も始まってい
る（図 7）．

デジタル設備導入に伴う
経営・人材教育面の課題と展望

　デジタル機器の導入には多大な投資が必要であり，中
小規模の技工所では資金・スペース・技術者確保の課題

図 5　インクジェット方式 3Dプリンターの構造模式図

咬

図 6　臨床技工分野における 3D造形物活用の一例
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が顕著である．また，デジタル化が進むほど人材の再教
育が重要になる．設備の操作スキルのみならず，ソフト
ウェア更新やデータ管理，クラウド連携に対応できる知
識が求められる．こうした背景から，産学連携による教
育体系の再構築が急務であると思われる．歯科技工士養
成校では，CAD/CAM関連のカリキュラムを取り入れ
る動きが進んでいる．また，ラボ経営面では，複数の技
工所が設備や人材を共有する「共同運営型モデル」も注
目されており，これにより地方技工所の競争力向上が期
待される．技術だけでなく，経営・教育・労働環境の三
位一体でデジタル技工を支える仕組みが必要である．

環境・サステナビリティの視点から

　近年，歯科業界でも環境負荷軽減について検討の動き
がみられる．従来のミリング加工では，ブロック材から
削り出す過程で多くの廃棄物が発生し，ミリングバーの
摩耗による交換頻度も高い．一方で，3Dプリンターは
必要最小限の材料を用いる付加造形であり，資源効率が
きわめて高い．昨今の循環型社会の理念にも合致してお

り，歯科技工所が環境対応型事業所へ転換するための重
要な技術基盤となるのではないだろうか．今後は，持続
可能な生産工程を可視化する取り組みについても考えて
いく時代になるだろう．

おわりに
持続可能なデジタル歯科技工の未来像

　歯科技工における 3Dプリンター技術の発展は，単な
る製造手法の変化ではなく，歯科技工の産業構造と社会
的役割の転換を意味する．AIやクラウドを活用した自
動設計支援が実現すれば，精度の均質化と省人化が進
み，労働環境の改善にも寄与するだろう．今後の歯科技
工は「データに基づく創造」が中心となり，歯科技工士
は感性と技能を融合した専門職としての新しい地位を築
くことになるのではないだろうか．3Dプリンター技術
は，精度・効率・環境の三要素を統合しうるプラット
フォームであり，社会に開かれた医療産業の新たなモデ
ルを形成する可能性を秘めている．

図 7　教育分野における 3D造形物活用の一例
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応用編：高強度フルカラー 3Dプリントの活用
株式会社コアデンタルラボ横浜

滝沢　琢也　　梅津　優喜　　陸　　　誠

はじめに

　近年，歯科技工分野における 3Dプリンターの活用は
著しく進展しており，模型製作やサージカルガイド，各
種補綴装置の製作など，臨床応用の範囲は年々拡大して
いる．
　 現 在主 流と な って い る「液槽光 重 合 法（Vat 

Photopolymerization）」による光重合型 3Dプリンター
は，高精度かつ安定した造形が可能である一方で，単一
材料による造形に限られるため，多色での表現が必要な
審美的要素には制約がある．また，臨床応用に耐えうる
力学的強度を有する材料も限られており，こうした課題
を背景に，インクジェット方式による造形技術が，新た
な可能性として国内外で注目されている．
　（株）コアデンタルラボ横浜では，（株）リコーが開発
した新しいインクジェット方式の「材料噴射法
（Material Jetting）」に着目し，この 3D造形技術に独自
のセラミック配合技術とフルカラー 3Dプリントインク
を組み合わせることで，世界でも初めてと考えられるイ
ンクジェット方式による，高強度フルカラー 3Dプリン
トシステムを構築している．
　今回，このフルカラー 3Dプリンターを活用した歯科
技工のさらなる応用として，ボーンアンカードブリッジ
症例を通して今後の展望を紹介する．

高強度フルカラー 3Dプリントシステム

　当フルカラー 3Dプリントシステムは，5色のインク
で構成された高強度 3Dプリントインク「FCインク」
と，この特性に合わせて調整されたインクジェット式フ
ルカラー 3Dプリンターで，フルカラー 3Dプリントを
可能としている．「FCインク」においては，インクにセ
ラミックを配合することで，研究段階ではチャンピオン
データで，曲げ強度 198MPa（歯科材料 JIS/ISO物性評
価）を達成することができた．ただ，製品化の過程で物
性や色調の安定性をもたせるため，製品では曲げ強度を
153MPa程度，曲げ弾性率は平均値で 3,880MPa程度と

している．ビッカース硬度は 29HV程度となっており，
従来の硬質レジン歯を上回る数値となっている．また，
インクを構成するモノマーの配合を最適化することで造
形物に安全性をもたせ，JIS T 0993-1に基づいた生物学
的安全性試験もクリアし，クラスⅡの管理医療機器とし
て認証を取得，さらに FDA 510(k)登録も完了し，口腔
内の補綴装置製作が可能となっている 1）．
　弊社では，プリンターを含む当システムの販売はして
いないが，このシステムで製造された 3Dプリント補綴
装置の名称を「emiora（エミオラ）」とし，クラウン・
デンチャー（図 1）・ボーンアンカードブリッジなどで歯
科医師や歯科技工士の皆様に活用していただいている
（図 2）．

ボーンアンカードブリッジの課題

　従来の既製人工歯を使用したボーンアンカードブリッ
ジでは，使用経過に伴い，人工歯の摩耗や脱落，チッピ
ングなどが生じることがある．また，内部のメタルフ
レームに人工歯保持のための維持形態を付与するなど，
さまざまな工夫を行っても，人工歯の脱離を完全に排除
することは難しい．そのため，床の調整などメンテナン
ス時に修理が必要となるケースも多く，再製作したほう
が望ましいのではと感じることもある．しかし実際に

解　説 特集「3Dプリンターの歯科技工」

図 1　エミオラデンチャー
　モノリシックデンチャーのため，人工歯の接着強度の不安
や人工歯接着後のバイトの変位などの問題が解消される．
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は，患者にとっては再製作のために複数回の来院が必要
となり，補綴装置の再製作費用の負担も生じる．また，
歯科医師にとっても再度の咬合採得や印象採得などの時
間的負担が大きく，再製作が難しいのが現状である．

補綴修復サイクル変革の可能性

　同じものを製作することは 3Dプリントの得意とする
ところであり，エミオラのフルカラーと人工歯以上の優
れた物性を使用することで，従来法より優れたものを供
給することができるようになる（図 3～ 6）．このこと
で，「この補綴の使用期間は数年程度」であることを事
前に説明し，交換時期になったら歯科医院に交換パーツ
が届き，歯科医師はそれを交換するだけでよく，患者は
即日（場合によっては数日後）に治療当時と同じ清潔な
補綴装置を入れて帰宅できることとなる．このように，
大型補綴の長期使用は歯科医師も患者も時間や金銭面か
ら，リスクがあるにもかかわらず生涯使用するものと
なっている現状の補綴サイクルを，車のタイヤを交換す
るように，「定期的に変えるもの」に変化させる必要性
があると感じている．

エミオラ

図 3　 エミオラで製作した人工歯（左側）と既製の硬質レジ
ン人工歯（右側）

　既製の硬質レジン人工歯とエミオラで製作した人工歯（11

番）．既製人工歯と比較しても，臨床的に問題ないレベルで
色調が表現できている．

な

図 2　造形データの AI補正の例
　フルデンチャーの造形時には，形状データに AIによる補正を行い，レジンの収縮をコントロールすることに
よって，高精度な造形を実現している．画像は，AI補正なしと AI補正ありの比較画像である．
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図 4　立体構造による色調表現
　カラーリングは，ステインのような表層のみで表現されるものではなく，専用のソフト
ウェアにてデンチンとエナメルを立体的に設定し，グラデーションを表現している．その
ことから，マメロン構造も自由に表現できる仕様となっている．

図 5　中間構造体にインプラントバーを用いた症例
　当症例では，歯科医師と経年劣化の状態を確認しながら，上部構造（エミオラ）の定期的な交換を見すえ
て計画を立て，補綴の設計はインプラントバーにエミオラを接着し，粘膜面は調整が可能となるよう，あら
かじめクリアランスを確保したうえでハイブリッドレジンを築盛している．交換時には，粘膜部の修正を想
定して装置を一時あずかる計画であり，その際，交換作業中に使用する仮のボーンアンカードブリッジ（テ
ンポラリーシリンダーを用いたモノカラー 3Dプリント製）を事前に歯科医師へ送付する．歯科医師から返
送されたボーンアンカードブリッジについては，既存のエミオラ造形部をインプラントバーから除去し，新
しいエミオラ造形部を接着した後，粘膜部の再築盛を行い，最終的に納品する流れとしている．本構成では，
人工歯の接着や重合といった咬合高径や咬合接触部位の変化を伴う工程がないため，従来の再製作時と比較
して調整量が少なく，歯科医師および患者双方の負担を軽減できると期待している．
　症例提供：自由が丘歯科オーラルケア・横山紗和子先生（東京都目黒区）

a b

c d
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おわりに

　今後の歯科用 3Dプリンターは，従来の液槽光重合法
では実現できなかった“高付加価値製作”を可能にする
歯科用インクジェット方式へと進化していくであろう．
その中心となるのが，多材料・多色出力を活用したモノ
リシック製作であり，硬質な歯冠部から軟質な歯肉部ま
でを一体的に造形する技術の発展が加速していくと思わ
れる．
　今後は造形プロセスにどのような特性をもつ材料を使
用するか，また高強度素材や柔軟性に優れた材料をどの
ように組み合わせるかが開発の焦点となるだろう．さら
に，AI設計や測色システムとの連携により，患者ごと

の個別データを反映した自動最適化も進むと予想され
る．歯科用インクジェットプリンターの発展は，単なる
造形精度の向上にとどまらず，材料・設計・デジタル制
御の融合によって，より機能的かつ審美的な補綴物を自
動的に創り出す時代への扉を開くものといえる．

　稿を終えるにあたり，今回いろいろなかたちで協力をいた
だいた株式会社コアデンタルラボ横浜のスタッフにこの場を
借りて御礼を申し上げたい．

文　　　献

 1）  梅津優喜，小池昌平，田中文博，滝沢琢也，陸　誠：
インクジェット式高強度フルカラー 3Dプリントシス
テムの臨床応用，QDT 50：44-45, 2025.

図 6　中間構造体を使用せず製作した症例
　当症例は，最終補綴装着までの仮補綴装置として，歯科医師の了承の下，エミオラを使用した．今後の即
時義歯への応用を視野に入れた取り組みの一環で，テンポラリーシリンダーのみを使用した症例よりコスト
を意識したものとなっている．強度面などを，短期間ではあるが検証していただく機会としている．
　症例提供：長尾歯科・長尾大輔先生 （茨城県ひたちなか市）

dc

a b
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応用編：3Dプリンターで具現化するシミュレーションとディスカッション
東北大学病院　診療技術部　歯科技工部門

原田　貴之

はじめに

　3Dプリンターは，三次元（3D）デジタルデータをそ
のまま 3D造形できる技術として歯科医療にも普及し，
歯列模型や顎骨の手術模型，インプラントのサージカル
ガイド，義歯関連のフレームや個人トレーなど，従来は
手作業に依存していた多くの技工工程のデジタル化に大
きく貢献している．3Dデジタルデータを基盤とするこ
とで品質の均一化や再出力の簡易化が実現され，歯列模
型の保管場所が不要になるなど，歯科医療のワークフ
ロー全体に変革をもたらしている．
　東北大学病院診療技術部歯科技工部門は，歯冠修復や
有床義歯といった一般的な補綴装置に加え，顎顔面再
建，自家骨移植を伴う再建外科，外科的矯正治療，広範
囲顎骨支持型装置・補綴治療，インプラント支持補綴装
置などの症例に対して，形成外科，耳鼻咽喉・頭頸部外
科，歯科顎口腔外科，歯科インプラントセンター，先端
歯科医療センター，顎口腔画像診断科，顎顔面口腔再建
治療部，咬合回復科，咬合修復科，口腔機能回復科，矯
正歯科，歯科衛生室など，多職種連携基盤を構築してき
た．一方，治療計画の立案から補綴装置の完成にいたる
まで複数の診療科が関与し，かつ共有される情報量が多

いため，二次元資料のみでは理解度の均等化や合意形成
が難しい場面も多かった．
　近年，CTや口腔内スキャンに代表される口腔内組織
の 3Dデジタルデータの活用により，多職種間での議論
や共通理解の獲得が容易になり，治療精度の向上につな
がっている．特に，口腔内組織形態や咬合といった立体
的な判断を伴う領域では，歯科技工士が診療やディス
カッションの場において治療計画の意図を直接共有する
ことが可能となり，情報共有，チーム医療の効率化が図
られている 1-3）（図 1）．
　3Dデジタルデータを基盤としたプラットフォーム
（図 1）により，シミュレーションにより得られた構想
を具現化し，多職種間の合意形成を支える役割を果たす
のが，3Dプリンティング技術である．本稿では，当部
門が実践している 3Dプリンティング活用事例を紹介
し，デジタル技工が多職種協働にもたらす役割と意義に
ついて概説する．

3Dプリンティング活用事例

　当部門では複数の診療分野が関与し，綿密なディス
カッションを要する症例において，複数のソースから得
られる 3Dデジタルデータを，解剖学的形態の把握，咬

解　説 特集「3Dプリンターの歯科技工」

図 1　デジタルワークフロー・デジタルプラットフォームのイメージ
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合関係の評価，アプローチ方法などの検討に活用するこ
とで，専門分野間の情報共有の精度や整合性を高めてい
る．
　デジタル機器の導入が進み，3Dプリンターを使用し
た補綴装置件数も 2022年 252件，2023年 348件，2024

年 372件と増加傾向である．これは，3Dデジタルデー
タを活用したシミュレーションや設計が，単発の試行的
活用から日常業務として定着しつつあることを示してい
る．2021年にデジタル関連機器を集約したデジタル
ルームを設置し，2025年にさらに拡張を図り，新たに
「デジタルラボ」としての運用が開始された（図 2）．当
部門で使用している機器とソフトウェアを表 1に示して
いる．これらの CADシステムや 3Dプリンターは症例
に応じて使い分けられ，高頻度症例から高度な顎骨再建
まで幅広い症例に対応可能な体制を整えている．

3Dプリンティングによる手術・補綴支援

　複数の治療領域で，3Dプリンターと 3Dデジタル
データが一貫して活用されている（表 2，図 3～ 6）．各
治療ワークフローの背後には，3Dデジタルデータを用
いた一連のシミュレーションと，多職種での連携・打ち
合わせを経て具現化されるプロセスが存在する．たとえ
ば，インプラント治療では，軟組織の治癒経過を綿密に
管理するために考案された圧迫床やカスタムヒーリング
アバットメントが工夫として挙げられる．また，矯正治
療で用いられる歯科矯正用アンカースクリューガイド

は，CTデータと口腔内スキャンデータを統合した埋入
シミュレーションを基に形成している．外科領域におけ
るサージカルガイドやスプリント，実体モデルなどは，
多職種で検討された結果を正確に術野へ反映するための
ツールである 4）．補綴治療においては，3Dプリンティ
ング技術はプロビジョナルレストレーション製作のみな
らず，部分床義歯の設計にも活用され，複数の設計案を
具現化することで，患者と術者が共通理解を得ながら最
適な形態（例：大連結子の走行）を決定するプロセスで
の有用性が示されている．また，部分床義歯治療におい
ては，口腔内スキャナによる口腔内形態の 3Dデジタル
データと 3Dプリンターを活用し，機能印象・歯列印
象・咬合採得を同時に行う取り組みも進めている 5）．

多職種協働におけるコミュニケーションの工夫

　3Dデジタルデータを駆使し，対象となる形態の視点
を直接操作しながら治療方針を検討する「デジタルプ
ラットフォーム」は，多職種でのディスカッションを円
滑にし，かつ共通理解の深化にきわめて有効である（図
7）．当部門では，議論の流れに合わせて必要な情報を適
切なタイミングで提示できるよう，さまざまな工夫を
行っている．治療方針に関する医師や歯科医師の意図を
正確に反映するため，初期段階で必ず丁寧なヒアリング
を行い，懸念点や目標を抽出するようにしている．そこ
で得た情報を基に，デジタルシミュレーション上で複数
の治療案や造形物を提示し，議論を段階的にブラッシュ

図 2　デジタルラボでの作業風景
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機器・ソフト 仕様・備考

DICOM抽出・STL変換 OsiriX（Pixmeo） 必要領域を抽出し，STL形式へ変換

口腔内スキャナー TRIOS5（松風） 口腔内スキャン

ラボ用スキャナー
Ceramill Map 400（朝日レントゲン） 模型スキャン

Medit T710（Medit） 模型スキャン

設計ソフト
Dental Lab Tool（スリーディー） 再建・補綴等の設計

DentalCAD（exocad） 補綴設計

3Dプリンター（光造形）

Digital Wax（DWS） 顎骨モデル，サージカルガイド，スプリント

Form3（Formlabs） 顎骨モデル

DH ソニックマイティ 4K（デンケンハイデンタル） プロビジョナルレストレーション，
コピーデンチャー，スプリント

3Dプリンター
（FDM方式）

RAISE3D Pro3（RAISE3D） 顎骨モデル

CREATOR3（FLASHFORGE） 顎骨モデル

表 1　当部門で使用している機器およびソフトウェア

表 2　当部門での 3Dプリンター活用事例

領域 用途（補綴物・プロセス） 有効性（得られる効果）

インプラント治療

サージカルガイド 設計と臨床の整合性向上
補綴形態の再現性向上

3Dプリント圧迫床（スクリュー固定型） 広範囲欠損や軟組織治癒経過の安定化
術後管理の精度向上

カスタムヒーリングアバットメント 縁下形態の適切な形成
補綴前準備の合理化

矯正治療
外科的矯正スプリント 術中の顎位誘導・顎間固定の正確性向上

歯科矯正アンカースクリュー埋入用サージカルガイド 穿孔方向・深度管理の精度向上
偶発症リスクの低減

外科領域

顎骨モデル 設計と臨床の整合性向上

・下顎骨切除ガイド
・腓骨ガイド
・配置用トレー

切除ライン・角度の正確化
腓骨分割の再現性向上
術中操作の時間短縮

・反転顔貌データによる皮弁減量ガイド
・シミュレーションモデル

皮弁修正量の三次元的理解
審美・機能を両立した術後形態の誘導

補綴治療

プロビジョナルレストレーション 設計と臨床の整合性向上
補綴形態の再現性向上

・複製義歯
・分割式トレー
・3Dプリンティングでの大連結子走行検討

適合性の向上
設計比較による患者・術者合意形成の促進

顔面スキャン→作業模型造形→エピテーゼ製作
高精度な形態再現
患者負担の軽減
調整の効率化
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図 5　複数の設計案の試適
A：金属床の走行案 1（第二大臼歯遠心舌側を走行）
B：金属床の走行案 2（大臼歯部隣接部を走行）

図 3　顔貌反転シミュレーションと減量ガイド

図 4　分割トレーの設計と模型製作
A：分割トレーのシミュレーション
B：印象採得後
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図 6　下顎骨区域切除における 3Dデジタルデータの活用
A：術後 CT画像
B： 術前シミュレーション画像（正面）
C：術中の様子
D：術前シミュレーション（右側）
E：サージカルガイド

図 7　多職種連携によるシミュレーションの様子
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アップしている．特に詳細な検討が必要な場合は，3D

デジタルデータを操作しながら対面で議論し，多職種間
の共通認識を形成している．
　担当医が集まりやすい曜日・時間帯を部内で共有し，
無理のない検討会を設定している．一方，早急な検討が
必要な症例においては，シミュレーション画像や 3D表
示ファイルを関係者に可及的すみやかに共有し，治療の
遅延を防いでいる．このような情報共有の流れの構築に
より，質の高い検討を迅速に行う流れが確立されてい
る．また，多角的な選択肢を示すために，他領域の技術
や発想から得た視点をシミュレーションへ応用し，提示
する案の幅を広げるよう心がけている．
　補綴治療では，試適に用いられる補綴装置や術後のシ
ミュレーション画像を活用することで，歯科医師と歯科
技工士が補綴設計のゴールを正確に共有できる体制を整
えている．この可視化システムは患者説明にも有効であ
り，患者自身が治療の方向性を直感的に理解することを
支援し，治療選択への納得を促し，術後の予期せぬトラ
ブルを防ぐ役割も担っている．
　このような創意工夫を積み重ねることで，3D上で示
された構想は，補綴装置やサージカルガイドとして現実
性のある形へと変換されていく．その工程は，単なる技
術操作ではなく，多職種の意図を一つの形に束ねていく
調整作業そのものである．
　協働を円滑に進めるための運用法の一例として，独自
のデジタルワークフロー 6）と「再建シミュレーション

予約表」を活用している（図 8）．これは通常の技工指
示書に追加して運用しており，切除部位，移植骨の配
列，ガイド形状，納期，連絡体制などが記載される．こ
の予約表は，術前から手術当日までの工程の一貫した管
理を可能とし，多職種協働の再現性や安全性を高め，さ
らに再建外科領域における受託業務にも応用されている．

受託事業の紹介

　当部門では，再建手術に対するシミュレーションおよ
び実体モデル製作を受託業務として実施している．依頼
は紹介元医療機関から顎顔面口腔再建治療部を介して行
われ，紹介元にて作成された「再建シミュレーション予
約表」が CTデータとともに顎顔面口腔再建治療部を経
由して当部門へ受注される．
　院内の再建ワークフローに準拠しつつ，確認作業は主
にメールを通じて実施する．3Dデジタルデータやシ
ミュレーション内容を提示しながら調整することで，遠
隔環境でも十分な意思疎通が可能となっている．工程お
よび納品手順は仕様書に基づき標準化されており，必要
日数から逆算した納期を標準的な指針として設定してい
る．同時に，緊急性の高い症例については，事前の相談
に基づいて可能な範囲で柔軟に対応している．
　本事業は，当部門で蓄積してきたデジタルシミュレー
ション技術を地域医療へ拡張する取り組みであり，再建
外科領域の術前計画の質向上に貢献している．

図 8　当院のワークフロー（左）と再建シミュレーション予約表（右）
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まとめ・展望

　3Dデジタルデータを基盤とする医療環境の進展に伴
い，治療方針の検討や補綴設計に関する情報共有の精度
と理解度が大きく向上した．これにより，治療のゴール
を即時に共有できる「デジタルプラットフォーム」とし
ての活用が確立された．本稿で紹介した 3Dプリンター
を活用した実践例は，多職種それぞれの意向を具体的な
形に置き換える手段として機能しており，ディスカッ
ション内容を現実的なアウトプットへつなげている．こ
うした働き方は，新しい歯科技工士像とも重なる．厚生
労働省の検討会では，高齢化や在宅歯科医療の拡大，歯
科技工士不足，デジタル化の進展を背景に，「どこで歯
科技工を行うべきか」「歯科技工士がどこまで関与すべ
きか」が再整理されつつあり 7），時代の流れを象徴する
出来事の一つとして，3Dプリント有床義歯の保険適用
が挙げられる．3Dプリンターを使用した製作方法が公
的医療に正式に位置づけられたことは，補綴装置が新し
い形態へ移行する端緒といえる．さらに，保存された
3Dデジタルデータを活用し，必要に応じて同じ形態の
義歯を出力するという考え方は，工程の標準化だけでな
く，症例管理や長期的な患者支援に対しても変化をもた
らしている．
　これらの制度的な変化と現場の実践を合わせて考える
と，今後の歯科技工士には，3Dデジタルデータを読み
解き，治療目的に応じて形態を提案し，議論のなかで示
された方向性を具現化する役割が求められるようにな
る．「製作を中心とした技工」から，治療の質を高める
ために必要な「臨床判断や構想を可視化・具現化する技
工」へと役割を拡張していくことが必要だと考える．
　今後は，こうしたデジタルワークフロー・デジタルプ
ラットフォームを担うための教育や研修の整備，情報共
有の仕組みづくり，そして院内外の連携体制の再構築が
重要になる．当部門として，日々の実践を通じて得られ
た知見を蓄積し，治療・教育・地域医療へ還元していく
ことで，3Dプリンターで具現化されるシミュレーショ

ンとディスカッションを軸とした，新しい歯科技工の未
来に貢献していきたい．

　本稿執筆にあたり，多大なるご協力を賜りました宮城県立
がんセンター 黒沢是之先生，東北大学病院歯科顎口腔外科 

山内健介先生，武田裕利先生，森島浩允先生，顎顔面口腔再
建治療部 小山重人先生，佐藤奈央子先生，咬合回復科 依田
信裕先生，咬合修復科 大竹孝幸先生，ならびに診療技術部
歯科技工部門各位に深く感謝いたします．
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コアフロント株式会社

1．会社概要
社　　名：コアフロント株式会社
創　　立：1999年 10月 1日
所 在 地： 〒 162-0845　東京都新宿区市谷本村町 2-11 

外濠スカイビル 4F

TEL：03-5579-8710

URL：https://www.corefront.com

2．強み
　コアフロントは各分野の専門知識をもったスペシャリ
ストが在籍する専門商社です．より満足度の高いサービ
スを提供し，製品を購入後も安心していただけるよう
に，購入前のご相談からアフターケアまで全面的にサ
ポートいたします．

3．主要製品
1）3Dプリンター
　(1)rapidshape

　DLP造形方式と独自に開発した特許技術 Force 

Feedback Systemを兼ね備えた，高速・高精度な歯科用
3Dプリンターです．初期導入コストを抑えたクリニッ
ク向けの最新機種「PRO20」から，矯正用セットアッ
プ模型を大量生産できるファクトリー規模に適した機種
まで，さまざまなニーズに対応できる充実したライン
ナップを展開しています．オープンマテリアルシステム
を採用しており，rapidshapeが検証・公認したさまざま
なメーカーのレジンを使用することができます．これに
より，各用途に適したレジンをユーザーが選択可能と
なっています．また，プリント後の後処理工程に必要な

機器として，自動洗浄機と二次硬化機も取り揃えていま
す（図 1）．
　(2)Formlabs

　「Form4B」は，LFD方式を搭載した次世代光造形
3Dプリンターです．Formlabsの新技術『LFD™ プリ
ントエンジン』により，造形物のサイズや量にかかわら
ず各層のレジンを瞬時に硬化．安定の表面精度により，
高精細にフィットする模型，器具，補綴物が製作可能で
す．モデルのインポートから二次硬化まで，わかりやす
い操作とフローで簡単に手順を習得することができます．
2）3Dプリンター用レジン
　「コアプリント」は自社オリジナルの国産レジンで，
国内製造による安定供給と低価格を実現しました．厳格
な品質管理体制の下で製造されており，国産品ならでは
の安心感と安全性をお届けします．模型やスプリント用
のラインナップを取り揃え，高品質で信頼性のあるパ
フォーマンスを提供します．その他，DETAX，SHERA， 
Dreve，DeltaMed等の各種レジンを取り扱っておりま
す（図 2）．
3）ミリングマシン　vhf
　vhf社の歯科用ミリングマシンは世界 70カ国以上で
販売実績があり，デバイス開発と設計だけでなく，マシ
ン，CAMソフト，ツールすべてをドイツ国内のパート
ナー工場で自社生産しています．だからこそ実現するコ
ストパフォーマンス，操作性の良さと高精度な加工品質
を追求した製品に定評があります．各種スキャナーや
CADソフトとの互換性が優れたオープンシステムを採
用しており，デジタル加工機として導入しやすい仕様で
す．また，vhf専用の CAMソフトウェア「Dental CAM8」 

賛助会員紹介

図 1　 RapidShape社製 3Dプリン
ター PRO20・自動洗浄機
wash・二次硬化機 cure

図 2　COREFRONT社製コアプリント
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が標準装備されており，ライセンス料不要で常に最新
バージョンを使用することができます．
　“導入しやすい・設置しやすい・使いやすい”を実現
させた「Eシリーズ」のほか，コンプレッサー内蔵の
ウェットタイプ「Z4」や，10枚チェンジャー内蔵・ド
ライ /ウェット切替えでチタンにも対応するハイエンド
モデル「R5」など，用途に応じてさまざまなライン
ナップを取り揃えております（図 3）．
4）ミリング用材料
 　「コアジルコニア」は，高品質の国産ジルコニアディ
スクで，Lightと Bleachの 2種類で展開．Lightは焼成
後の変形を抑え，ロングスパンのケースに対応します．
Bleachは先端部透過率 57％で，曲げ強度 1,240MPaを
実現しました．「CORE PEEKマテリアル」は，高靱
性，優れた生体親和性，高耐久性を備えた PEEKブ
ロックです．すべての大臼歯で保険適用になった金属フ
リーの次世代の補綴材料で，患者様の QOL向上にも貢
献できます．
5）CADソフト　exocad
　「exocad」は世界 150か国以上で販売されており，デ
ジタル歯科の可能性を拡大し，柔軟で信頼性の高い
CADソフトウェアです．直感的な操作性で初心者にも
わかりやすく，モジュールを追加することでエキスパー
トの方も満足いただける機能性を兼ね備えています（図
4）．
6）ラボスキャナー　Imetric
　工業用測定器における長年の経験に基づき，歯科市場
で精度の高いデンタルスキャナーを提供．高精度・高
速・高操作性・低価格のデンタルラボ用スキャンシステ
ムです．
7）ラボスキャナー・フェイススキャナー　SHINING 
3D
　SHINING 3D社製のスキャナーは，世界 90カ国以上

で 8,000以上の施設に導入されています．高精細・高精
度・高効率を実現し，さまざまな用途に対応できる多機
能 3Dデンタルスキャナーです．高解像度カメラ，高度
なアルゴリズム，ユーザーフレンドリーなインター
フェースにより，優れたデータ品質と最適な使用感をお
届けします．
　また，フェイススキャナー「MetiSmile」は，簡単に
顔面データを取得し 3Dモデルを作成することで，矯正
シミュレーションが可能．顔立ちの測定や治療前後の変
化を比較することもできます．さらに Jawモーション
機能も追加され，顎運動情報も取得することができるよ
うになりました（図 5）．
8）保守・メンテナンス・安心のサポート体制
　弊社は rapidshape社，vhf社，Imetric社の日本総代
理店であり，メーカーから直接トレーニングを受けたエ
ンジニアや，専門知識をもったスペシャリストが在籍し
ています．日常のサポートやメンテナンス，実務のテク
ニックまで全面的なサポートはもちろんのこと，多方面
からお客様のデジタル化ステップアップをお手伝いいた
します．

4．その他の取り組み
　デジタル化が加速する歯科業界で世界の最新情報を集
め，歯科用医療機器の輸入販売を通して「歯科技工の入
口から出口までのトータルソリューション」を提供しま
す．自社の技工所も完備しており，実機見学やテスト加
工等のご要望にも対応しております．また，より満足度
の高いサービスを提供するため，製品の精度検証や高品
質な国産歯科材料の開発にも取り組んでいます．

5．日本歯科技工学会への取り組み
　歯科医療の未来のため，賛助会員として，今後も日本
歯科技工学会の活動に賛同・協賛してまいります．

図 3　vhf社製 ミリングマシン Z4/R5 図 4　 exocad ラボ専用デザインソフ
トウェア DentalCAD

図 5　 SHINING 3D社製 フェイス
スキャナー MetiSmile
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株式会社松風

1．会社概要
社　　名：株式会社松風
設　　立：1922年 5月 15日
事業内容：歯科材料および歯科用機器の製造・販売
所 在 地： 〒 605-0983　京都市東山区福稲上高松町 11

（本社）
TEL：075-561-1112（代）
URL：https//www.shofu.co.jp

2．主要製品
　弊社の主要製品は人工歯を筆頭に，研削・研磨材，充
塡用材料など，製品カテゴリーは多岐にわたっており，
また多くの海外拠点を通じて，世界 100 カ国以上に製品
を提供しています．ここでは，日本国内で販売している
主な製品群を紹介いたします．
1）人工歯
　陶歯を始め代表的硬質レジン歯の「エンデュラ」「ベ
ラシア SA」（図 1），ロングセラーの「リアルクラウン」
など幅広い製品ラインアップを用意しています．
2）研削・研磨材
　「松風ダイヤモンドポイント」「松風カーボランダムポ
イント」「松風シリコンポイント」など，歯牙，ジルコ
ニア・金属などの補綴装置，コンポジットレジンの研
削・研磨などにご使用いただいている製品群です．「松
風カーボランダムポイント」は，1925年に発売され，
2025年で 100周年を迎えました（図 2：グロスマスター
ZR）．

3）歯冠修復用合成樹脂
　光重合型コンポジットレジン「ビューティフィル フ
ロー プラス  X」， 歯冠用硬質レジン「ソリデックス 

ハーデュラ」（図 3），常温重合レジン「プロビナイス」
などの製品を販売しています．

3．歯科技工分野のおすすめ製品
　歯科技工分野におきまして，弊社のおすすめ製品
“ピックアップ 3製品”をご紹介いたします．
1）S-WAVE 3Dプリンター　IMD-S
 高速・高精度造形！
　専用インク「S-WAVE Printシリーズ」をご用意し，
歯科用に開発された 3Dプリンターです．効率よく，な
めらかな表面の造形が可能です．大きいビルドサイズ
で，上顎と下顎を同時に造形できます（図 4）．
2）ベラシア SA フルアーチ
 デジタル総義歯がもっと手軽に！
　S-WAVE CAD/CAMシステムならではのデジタルの
メリットを活かし，ベラシア SA  フルアーチの咬合関係
をそのまま総義歯に再現することで，これまで困難で
あった精度の高い義歯を短時間で製作することが可能に
なります．ベラシア SA形態には，あらかじめ両側性平
衡咬合が付与されています．咬合関係の均質化を図り，
術者の経験によらず品質と機能が安定した総義歯の製作
が可能です（図 5）．
3）松風ブロック PEEK　PEEKは高靱性！
　松風ブロック PEEKは，靱性（外力が加わった際に

賛助会員紹介

図 1　ベラシア SA 図 2　グロスマスター ZR 図 3　ソリデックス ハーデュラ
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破壊されにくい性質）が高く，破折しにくいことが特長
です．大きな咬合圧が加わる大臼歯に使用した場合に，
破折リスクの低減が期待できます．また，残存歯質に配
慮した薄い設計が可能であり，支台歯形成において，切
削量が少なく，天然歯にやさしい材料です（図 6）．

　私たち松風は歯科器材の総合メーカーとして，より一
層世界の歯科医療に貢献していくことを心に誓い，挑戦
を続けてまいります．人々の「嚙む，笑う，生きる，を
支える」ために．

図 4　S-WAVE 3D プリンター IMD-S 図 5　ベラシア SA フルアーチ 図 6　松風ブロック PEEK
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ジンヴィ・ジャパン合同会社

1．会社概要
社　　名：ジンヴィ・ジャパン合同会社
事業内容： 歯科インプラントおよび歯科用医療機器の輸

入・製造・販売
所 在 地： 〒 162-0845　東京都新宿区市谷本村町 1-1 

住友市ヶ谷ビル 2F

TEL：03-4333-9900（代表）
URL：https://zimvie.co.jp/

2．ZimVie社製インプラントの概要
　ZimVie社では，主に 3つのラインアップを国内外に
おいて販売しています．MP-1 HAコーティングされた
Spline

®インプラント（図 1）は，日本において 25年を
超える長期臨床実績のあるインプラントです．また，豊
富な表面性状のラインアップを有した Tapered Screw-
Ventインプラントは新しいデザインコンセプトのもと
で再定義され，新たなボディ形状と表面性状を備えた
TSXインプラントとしてリニューアルいたしました．
　一方，Osseotiteや T3インプラントも，2023年から
アグレッシブスレッドを有し繊細な埋入操作を可能にす
る新デザインの T3 PROインプラントがラインアップに
加わりました．
　TSXインプラントは 2024年 1月に国内発売された

ZimVie社の新たなインプラントシステムとなります．
1）TSXインプラント：Peri-Implant Healthへの貢献
　インプラントの長期にわたる安定性と硬・軟組織の維
持を図るため，TSX（図 2）には主に 3つのテクノロ
ジーが組み込まれています．
　TSXインプラントのカラー部（歯冠部 1.5mm）に
は，長年にわたり Biometインプラントにおいて臨床使
用されてきた「デュアル酸処理（DAE：Dual Acid-
Etching）」技術が採用されています．また同じく「プ
ラットフォームスイッチング」デザインを組み合わせる
ことで，硬・軟組織の維持を図りつつインプラント周囲
炎のリスクを低減するよう設計されています．
　ボディ部には Tapered Screw-Vent

®インプラントで長
期にわたる臨床実績をもつ，MTXサーフェイスが継続
採用されています．カラー部とボディ部の表面性状が異
なるハイブリッド表面を採用することで，インプラント
の長期にわたる安定と Peri-Implant Healthへの貢献が
期待できます．
　TSXインプラントは，従来の Tapered Screw-Ventイ
ンプラントの外科キットと補綴パーツが共通であるた
め，お手元の機材を利用し最新のインプラントの導入が
可能となっています．
2） ZimVie社より 2023年 5月に発売された T3 PRO
インプラント

　T3 PROインプラント（図 3）は，Biomet社製インプ
ラントで長年臨床使用されてきた伝統のテクノロジーを
ベースに，新たなデザインコンセプトを取り入れて開発
されたインプラントです．ボディデザインは，フルテー
パード形状のインプラントコア部と，尖端部に向けて深
くなるスレッド形状が特徴となっています．これによ
り，従来製品である T3インプラントよりも尖端部での
骨とインプラントとの嵌合が高まり，抜歯窩などの尖端

賛助会員紹介

図 2　TSXインプラント 図 3　T3 PROインプラント

図 1　Spline®インプラント
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部での固定が必要とされる症例において，より高い安定
性が期待できるデザインとなっています．また，従来製
品の T3インプラントからスレッド厚を改良し，より
シャープなカッティングフルートとすることで，アグ
レッシブなスレッドデザインながらスムーズな埋入を実
現しています．
　T3 PROインプラントは，従来の Biomet社製テー
パードインプラントの外科キット，補綴パーツが共通で
あるため，TSX同様にお手元の機材を利用し最新のイ
ンプラントの導入が可能となっています．
　インプラント治療のみならず，歯科治療全般において
デジタルワークフローの流れが加速している現在におい
て，ZimVie社でもインプラント治療全体を効率化し，
臨床医と患者に優しいワークフローの構築を推進してい
ます．
3） Encode®エマージェンス・インプレッションシステ
ム

　Encodeエマージェンス・インプレッションシステム
（図 4）は，ヒーリングアバットメント，インプレッ
ションコーピング，スキャンボディの 3つの機能をア
バットメント内に統合した，ZimVie社独自のテクノロ
ジーとなっています．本システムは，最終補綴装置を

セットするまでのプロセスを簡素化し，軟組織への影響
を軽減することができる最新システムとなっています．
Encodeエマージェンスは，T3 PROなどのサーテンイ
ンターナルインプラントと TSX/TSVインプラントで使
用可能となっています．
　Encodeエマージェンスヒーリングアバットメント上
には，埋入されたインプラントの種類，プラットフォー
ム直径サイズ，粘膜長の情報が刻印されており，この表
面をスキャンすることにより，CAD/CAM補綴ワーク
フローに必要な三次元情報を迅速かつ容易に歯科技工所
と共有することが可能となっています．

図 4　Encode®エマージェンス・インプレッションシステム
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株式会社トクヤマデンタル

1．会社概要
　株式会社トクヤマデンタルは，歯科医療用器材・材料
の製造・販売を通じて，歯科医療従事者の皆様に高品質
な製品と情報を提供する企業です．1978年に前身とな
る企業が設立され，2001年に現在の社名となりまし
た．親会社である株式会社トクヤマ（東証プライム上
場）のライフサイエンス部門の中核企業として，国内外
で事業を展開しています．

社　　名：株式会社トクヤマデンタル
設　　立： 1978年 3月 20日（現社名は 2001年 10月よ

り）
所 在 地：〒 110-0016　東京都台東区台東 1-38-9
代 表 者：西原浩孝
従業員数：290名
URL：https://www.tokuyama-dental.co.jp

事業内容： 歯科医療用器材の製造・販売・輸出入，器
械・器具の修理

2．主な製品と技術
　トクヤマデンタルは，化学技術を基盤にした独創的な
製品開発を強みとし，歯科医療の現場で求められる高性
能・高信頼性の材料を提供しています．製品の多くは自
社開発・自社製造であり，世界 80カ国以上で使用され
ています．
1）コンポジットレジン
　代表製品「エステライトシリーズ」や「オムニクロ
マ」（図 1）は，審美性・操作性・耐久性に優れ，天然
歯に近い色調再現を可能にする材料です．オムニクロマ
は，構造色によって天然歯の色調を再現するコンポジッ

トレジンで，１本で VITA16シェードに対応することが
でき，国内外で高い評価と多くのアワードを受賞してい
ます．
2）ボンディング材・セメント・接着材
　ボンディングとプライマーの機能を併せもつボンディ
ング材「ボンドマー ライトレスⅡ」（図 2）は，歯質，
CAD/CAMハイブリッドレジン，セラミックス，金属
などさまざまな材料に使用可能で，光照射不要となって
いるため，臨床現場の作業効率向上と高い接着力を兼ね
備えています．
3）リベース・リライニング材
　「ソフリライナーシリーズ」や「トクヤマ ヒカリライ
ナー」（図 3）など，義歯のリベース・リライニング・
調整に用いる製品群を提供．優れた物性と高い操作性を
もち，多くの歯科医療現場での使用実績があります．
4）印象材・予防用品
　ボタン一つで必要な量だけ練ることができる，ペース
トアルジネート印象材用自動練和器「トクヤマ AP  ミ
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図 1　オムニクロマ 図 3　トクヤマ ヒカリライナー

図 2　ボンドマー ライトレスⅡセット
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キサーⅢ」は，ペーストタイプの印象材のため，粉・水
の計量が不要です．練和物を直接トレーに盛り付けるこ
とができるので，スパチュラワークもほとんど必要あり
ません．また，2025年に新たに発売となった義歯洗浄
剤「トクヤマ マルチシャイン」（図 4）は，総義歯，部
分床義歯，矯正用リテーナー，マウスガードなどの洗浄
に使用でき，きめ細かな泡立ちにより最短 5分で汚れを
しっかり洗浄します．
5）デジタル関連
　保険 CAD/CAM冠用材料「エステライトブロックシ
リーズ」や，高精度歯科用ミリングマシン「CANON 

MD-500S」（図 5），口腔内スキャナ「MEDIT i700 & 

i600」など，デジタルデンティストリーへの対応も強
化．歯科医院・歯科技工所のデジタル化を支援していま
す．

3．社風と企業理念
　トクヤマデンタルは「世界の人々の健康維持・増進に
貢献する」という企業理念の下，社員一人ひとりが情熱
と創造力をもって業務に取り組んでいます．
　製品開発においては，臨床現場の声を反映したトライ
アンドエラーを重ね，高い性能と安全性を両立．薬事規
制や国際基準にも対応した品質管理体制を整えています．
　社内では，部署間の連携を密にしながら，社員の個性
を尊重して，豊かで働き甲斐のある職場環境を確保して
います．

4．最新の取り組み
　近年では，デジタル技術との融合を進め，CAD/CAM

冠用材料や口腔内スキャナなどの製品群を拡充．予防・
衛生分野では抗菌効果をもつ「トクヤマ イータック ®

マスクⅡ」や，歯科医療機関専売品の義歯洗浄剤「トク
ヤマ マルチシャイン」などの新製品を発売し，日々高
まる現場のニーズにお応えしています．
　また，歯科医療従事者の方なら無料で登録いただける
会員情報サイト「＋ TD（プラスティディ）」を通じ
て，歯科診療に関するさまざまな情報，有益なセミ

ナー，臨床事例などをWEBコンテンツとして発信．ス
ピーディな情報発信と教育支援にも力を入れています．

5．日本歯科技工学会への取り組み
　トクヤマデンタルでは，学術大会への出展や学会誌へ
の広告掲載を通じて，日本歯科技工学会の会員の皆様お
よび歯科医療従事者の皆様との交流を深めています．今
後も各種製品の上市，製品情報や皆様の日々の臨床に役
立つ情報の発信を通じて，歯科技工業界の発展に貢献し
てまいります．

図 4　トクヤマ マルチシャイン

図 5　CANON MD-500S
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